
広島市＆６大学

若者の・若者による・若者のための
食育プロジェクト！

広島市では、平成23年度から、近い将来、社会を担う
⼈材となり、⼦育て世代ともなる20歳代に対し、「望ましい
⾷習慣の形成・⾷に関する⾃⼰管理能⼒の育成」を図る
ために、趣旨に賛同する⼤学や企業等と連携して、⼤学
⽣の新しい発想や企画⼒を⽣かした啓発活動として「若
者の･若者による･若者のための⾷育プロジェクト」と銘打っ
て、企業のバックアップを得ながら⼤学⽣が企画、実⾏する
⾷育プロジェクトを展開しています。

平成25年度の⾷育プロジェクトには、
広島市内にある６⼤学（県⽴広島
⼤学、広島経済⼤学、広島⼥学院

広島市⾷育推進マスコット in 学園祭
こんなことをやりよるよ！

そして、このコンセプトのもと、 ｢野菜摂取向上、⿂⾷
普及、朝ご飯摂取率向上」などを⽬的に、同世代の若者
たちに⾷に興味･関⼼を持ってもらう８つのプロジェクトを
企画・実⾏しました。これらは、ワークショップの中で学⽣た
ち⾃らが焦点を絞ったものです。
それぞれの取組の詳細は、次葉で紹介します。

また、これらの８つのプロジェクトを同じ⽬
的、同じコンセプトで進めていることが分か
るようにと学⽣がプロジェクトのシンボルを作
成しました。それが、｢広島発 未来 つな
がる⾷育 絆｣というキャッチフレーズとロゴ

⼤学、広島⽂教⼥⼦⼤学、安⽥⼥
⼦⼤学、⽐治⼭⼤学短期⼤学部）
から６７名の学⽣が名乗りを挙げま
した。

実施にあたっては広島市教育委員会
が事務局となり、学⽣たちとのワーキング会議を重ね、電⼦
メールで連絡を取り合い、アドバイスや応援をしながらプロ
ジェクトを進めていきました。

学⽣らしい発想と柔軟性をもって楽しく取り組んでもらお
うと事務局から提案した今年度のコンセプトは｢おいしい・
楽しい・広島らしい｣⾷です。迷ったら、いつもここに戻ってブ
レないようにと考えました。

「おいしい」「楽しい」「広島らしい」のイメージ
を膨らませて！

初会合なので、まずは⾃⼰紹介！ ここは、こうした⽅が･･･早くも迫熱

マークです。

さらに、今年度は、プロジェクトの認知
度を⾼め、効果的な啓発活動を展開す
るため、学⽣がフェイスブックやブログ、
ホームページを活⽤した情報発信に努め
るなど、取組に関する情報公開も積極
的に⾏いました。



企業が評価とアドバイス

きっかけは・・・

第２次広島市⾷育推進計画を策定するにあたって
実施した「⾷育に関する調査」結果において、特に、20
〜30歳代の若者世代に、「朝⾷の摂取率が低い」「⾷
事内容に問題がある」「⾷育への関⼼が低い」などの⾷
⽣活上の課題が明らかになりました。そこで、平成23年
度に第２次広島市⾷育推進計画の重点プログラムと
して「若者世代のための⾷育啓発事業」を新規に設定
しました。

また、県内の全⼤学が参加する広島県学⽣指導連
絡協議会において市と⼤学が情報交換や協議をする
中で
・⼤学⽣の⾷⽣活が乱れている。
・⼤学⽣に⾷育を推進したいが、フィットする具体策が
浮かびにくい。

・学⽣⾃⾝が⾃覚し、⾃発的に動けるような仕掛け作
りが必要。

などの認識が⼀致するとともに、⼀⽅で、
・同世代への⾷育啓発にむけて⼤学内外で働きかけを
したいと考えている学⽣がいる。
・⼤学間や企業、⾏政との連携⽅策を探っている⼤学

平成23年度は、７⼤学から３３名の⼤学⽣がプロジェク
トに参画しました。５回のワークショップを重ね５つのプロジェク
トを⽴案し、平成24年3⽉に開催した⾷育フォーラム「イマド
キ！ゴハン〜平成そだちのわたしたちができること〜」の中で、
プロジェクトのプレゼンコンテストを⾏いました。

これまでの歩み・・・

翌24年度には、参画する学⽣が４９名に増えました。
23年度の企画をもとに広島市内の⾷育の担い⼿（企業・
団体）で組織する｢ひろしま⾷育ネットワーク｣の情報交換会
で各プロジェクトの応援隊を募集するためにプレゼンテーション
を⾏いました。

企業からは、
・単発的な取組に終わるのでは
ないか？
・地産地消の何をどう広めたい
のか？
等、厳しい意⾒が出ました。あま
りの厳しさに学⽣達はショックを
受けましたが、このことで本気度
がアップしました。

応援の⼿を挙げた企業・団
体の⽀援を得て４つのプロジ ク

広島市教育委員会学校教育部 健康教育課 食育係 〒730-8586 広島市中区国泰寺町一丁目4番21号TEL 082-504-2716
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そして、これから・・・

事務局としては試⾏錯誤でこの活動をすすめてきました。取組の成果については、今後検証する必要がありますが、何も
なかったところから少しずつ動き出しているという⼿ごたえを感じています。プロジェクトに参加した⼤学⽣たちの笑顔で頑張り
ぬく姿にひとりひとりの成⻑を感じています。また、このプロジェクトにより他⼤学の学⽣との⼤学の垣根を越えた絆も深まり、
⾷育の輪が確実に広がりつつあるとも思っています。
今後も、企業・団体と⼤学⽣が連携したユニークで魅⼒的な⾷育活動が展開され、こうした取組により、多くの若者が

「⾷」に関⼼を持ってくれることを期待しています。

⼤学間や企業、⾏政との連携⽅策を探っている⼤学
がある。

などの現状もあることが明らかになりました。
こうした中、｢⼤学と協働し、⾷に係るプロジェクトや商

品開発などを実施あるいは検討している｣企業・団体が
あることも分かってきました。

そこで、広島市が広島市内の⼤学に呼びかけるととも
に、応援隊となる企業団体を募って「若者の･若者によ
る･若者のための⾷育プロジェクト」がスタートしました。

平成24年度の実践発表会Ⅰ

体の⽀援を得て４つのプロジェク
トを実⾏することができました。
平成25年３⽉に開催した実

践発表会では、取組内容を多く
の⽅に聞いていただき、新たな取
組の⽰唆をいただきました。

平成24年度の実践発表会Ⅱ



県立広島大学 野菜のおいしさ普及グループ

材料は広島県産にこだわり、メインの材料である小松菜は市
農林振興センターの方にアドバイスをいただきながら自分た
ちで栽培に挑戦しました。

栽培の様子を大学のＨＰで公開し、カップケーキを買いに来
たお客さんに小松菜の栄養やレシピ、「ひろしまそだち」に
ついて伝えました。

他大学からも手伝いに来てくださいました！

美味しい小松菜カップケーキを通して野菜の美味しさを若者に伝えたいと思い，大学祭で小松菜カップ

ケーキを販売しました。ケーキのパッケージ１つ１つに地産地消の知識やレシピを載せたり，お店に地

産地消マップを展示したりするなど，野菜の摂取量増加と地産地消のＰＲが図れるよう工夫しました。

市農政課および市農林振興センターの方々から「ひろしまそだち」について学んだこと，他大学の学生

の皆さんと意見を交わすことができたことは，広島市の食育プロジェクトに参加しているからこそできる

とても良い経験でした。大学祭では，教えていただいたことや自分たちで体験を通し学んだことを発信す

ることで，大学生や地域の方々に小松菜に興味を示してもらえ，野菜や地産地消について関心を持って

もらえました。今後はより実践に結びつく活動になるよう，来年につなげていきたいです。

市場見学ツアー

広島魚市場さんの協力で広島中
央卸売市場にて、鮮魚・青果のセリ
見学、仲卸売り場の見学、模擬セリ
体験を行いました。

産直市

地域の農家さんの協力で地元で採

れた旬の野菜を、大学内で6月と

11月に販売しました。

野菜栽培

大学内に平成24年に開墾した畑で、

夏にオクラと落花生を栽培しました。

広島経済大学
食育推進プロジェクト

若者が朝食を食べない、料理ができない、食べることに関心が無いなど、食に対す

る意識が薄れている現状から、学生に対し食育の推進を行っていくことで、学生に

正しい食生活を送ってもらえるよう活動していく必要があると考えました。

プロジェクト企画背景

調理する前の採れたままの野菜や、数時間前に水揚げされた魚介類などにふれることで食材に対して関心を持つことができまし

た。市場に出まわっている食材の豊富さに驚いたり、スーパーに旬の食材が並ぶことで季節を感じたり、実際に私たちも学ぶこと

があったので、これを学生に伝えて食べることに関心を持ってもらえるように今後も活動していこうと思いました。

取り組んだ感想



広島女学院大学 食育ガールズ♪

＊取り組んだきっかけ 

先輩方の活動内容を聞いて、より深く食育について学ぶことができると思い、自分たちが学んできたことを活かし、

学内や地域の人に食育活動を拡げていきたいと思ったからです。 

 

＊取組内容：学食でのベジフルメニューの提供 

学食では、一日の必要な野菜の 1/2 量を使用したべジフルメニューを提供してい

ます。 

また、継続して野菜を食べることで健康になってもらうために何か特典があっ

たらよいと考え、ベジフルメニューを食べるとポイントが付く「ベジフルメンバ

ーズカード」を作りました。さらに多くの人に利用してもらうため、ポイント 

2 倍ｄａｙを行う、学内 HP でメニューの情報提供などの取組をしています。 

 

＊実践してみて・・・ 

 サイクルメニューなので、飽きが来ないように定期的に献立を見直す必要があると感じています。 

全体の様子です♪

朝食でしか味わえない価値がある

広島文教女子大学 朝ごはんグループ
～そうだ！朝ごはんを食べよう～

取り組んだきっかけ

若者が、朝食を食べることが少ないことから２０代の人に朝食

に関する現状や意義を知ってもらい、まず朝食を食べてもら

えるように啓発しようと考えた。

そして、広島市が３つのわ食（和食・輪食･環職）を推進してい

ることを知り、特にご飯(米）を食べてもらえるよう推進したいと

考えた。

取組内容

大学祭での展示,ふりかけご飯の試食、アンケート実施。

展示：朝食のメリットなどを書いたパネル、朝食の献立例など。

試食：三島食品さん、サタケさんのご協力のもと、朝食でご飯

を楽しめる様々なふりかけを試食･販売した。

アンケート：朝食の内容や展示内容の理解度などを調査し、

次の食育活動に活かせるものにした。

実践しての感想

始めは朝食の意義が分からず食べない若者が多いのだと

思っていたが、アンケートを通して、朝食を食べたいが時間が

ないなどの理由があり、食べられない人が多いことが分かっ

た。私たちも朝食のために起きるのはおっくうだと感じていた

が、さまざまなふりかけを用意し、選択する楽しみを作ってお

くという簡単なことで朝ごはんをより楽しめるようになった。

試食中♡
朝ごはんのお供に…。


